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宮城県東松島市保健福祉部健康推進課
技術主任兼保健師 櫻井 宏美

東日本大震災における
避難所健康管理について

東松島市の位置
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浸水地域は市街地の６５％
全国の被災市町村中最大

●人的被害（平成28年1月13日現在）
死者 １,１１０人（震災関連死66人を含む）
行方不明者 ２４人

計 １,１３４人（全市民の約３％）

●家屋被害
（平成26年9月1日現在のり災証明書発行を基に公表分）
全壊世帯 ５,５１５棟
大規模半壊 ３,０５９棟
半壊世帯 ２,５００棟

計 １１,０７４棟
（全世帯の約７４％）

●避難者（最大） １５，１８５人
●避難所（最大） １０６箇所
●浸水農地面積１,４６５ｈａ／全体農地面積 ３,３４９ｈａ



避難所での保健活動

■避難所巡回を実施（発災直後から避難所閉鎖まで）

・傷病者への対応、避難者数やハイリスク者把握、

避難者のニーズ把握、避難所および周辺の状況把握

→ 市災害対策本部や各課に避難所の情報提供、支援依頼

・要請にもとづいた、避難所での救護

・避難所巡回診療結果から、要フォロー者個別支援

・避難所健康管理リーダー（市民）との連携による避難所健康管理

■避難所巡回保健指導（3/19～8/11）
・感染症対策、熱中症対策、健康相談

・ 避難所巡回診療から地元医療機関へのつなぎ

3



避難所の様子
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避難所巡回保健指導
 目的：避難者の健康維持と疾病予防

 内容：（１）感染症対策

インフルエンザ,感染性胃腸炎,食中毒,破傷風,持続する咳

（２）熱中症対策

（３）健康相談

血圧測定,健康相談, 巡回診療終了に伴う

地元医療機関への受診確認等

 期間：平成２３年３月１９日～８月１１日

 実施状況 ・予防活動 避難所80か所 延べ４３３回

・早期介入 ①インフルエンザ 避難所５か所 １２人

②感染性胃腸炎 避難所２か所 ７人

 体制：市保健師、栄養士、派遣保健師、医療救護チーム
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避難所環境と避難所健康支援事業の経過
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主な活動

イン フル エ ンザ対策

食 中 毒 対 策

健 康 相 談 (血 圧測 定、地 元医療 機関受 診確認 など )

避難所
および
周辺の
環境

断 水

気 温 の 上 昇

が れ き ・粉 塵

ハ エ 、 蚊 などの発 生

時期 直後 6月5月 7月4月 8月

ﾍ ﾄ ﾞ ﾛ

感 染 性 胃 腸 炎対 策

破 傷 風 、 呼 吸器疾 患対策

熱 中 症 対 策



避難所状況のアセスメントシート
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避難者人数
水
食事

市への食事要望
量
電気
毛布
暖房
衛生状態/トイレ
既医療
小児科ニーズ
精神科ニーズ
産婦人科ニーズ
妊婦情報
歯科ニーズ
リーダー連絡先
その他

眼科ニーズ
皮膚科ニーズ
耳鼻科ニーズ
糖尿病専門家ニーズ



避難所の感染症対策
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【感染症対策等避難所状況確認票】  

避難所名：                  確認日    月   日   確認者：                 

※ 各項目に記入もしくは該当するものに○ 

項 目 状 況                    

手洗い 

 

【石鹸】  

ある・不十分・ない  

・流水、石鹸での手洗いがされているか  している・不十分・していない 

・帰宅時、食事前、トイレ後に実施されているか  している・不十分・していない 

手指消毒 

 

【手指消毒薬】  

ある・不十分・ない  

・入室の際、トイレ後に実施しているか  している・不十分・していない  

・外部からの入室者は実施しているか  している・不十分・していない 

マスク 

 

【マスク】   

ある・不十分・ない 

・マスクの着用がされているか  している・不十分・していない 

うがい 

 

【うがい薬】   

ある・不十分・ない  

・うがいの実施状況はどうか  している・不十分・していない 

換気 ・換気は実施されているか  している・不十分・していない 

隔離 

 

 

・各家族同士の距離は１ｍ以上離れているか  している・不十分・できない 

・隔離可能部屋があるか  ある・不十分・ない 

避難所周辺の環境 ・悪臭、粉塵、瓦礫、害虫（ﾊｴ,,ﾊﾁ,ﾑｶﾃﾞ、ﾀﾞﾆ等）の発生状況および対応等はどうか 

 

 

 

健康教育実施内容 

 

インフルエンザ ・ 破傷風 ・ 粉塵対策 ・ ノロウィルス ・ 麻疹 ・ 結核 ・ 熱中症  

その他（                           ） 

その他 

物品確保状況 

 

 

【ノロ対策用消毒薬（次亜塩素酸：ﾊｲﾀｰなど）】 ある・不十分・ない 

・その他物品 

 

 

備考 

（その他気づいた点など） 
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避難所の感染症対策
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避難所の感染症対策



避難所巡回保健指導で感じたこと
～健康管理における生活環境整備の重要性 ～

＜今後に向けて＞

・感染症対策

インフルエンザ、感染性胃腸炎、食中毒

・熱中症対策

・高血圧の予防

・エコノミー症候群の予防

・孤立化防止
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避難所巡回保健指導で感じたこと

～今必要なことは何か？を判断し保健活動へ～

・実際に現場に出向き、自分の目で見て、住民の生の声を

聞いて、肌で感じること

・問題が大きくならないうちに対応する

・今あるもので、何ができるかを考える

・即判断、即実行を心がける

・予防を心がける

・平時からの関係作りが大事（諸機関、各部署、住民）

・個々の役割を自分で考え、その仕事を全うする

・自分たちの健康状態を保つようにする（心身ともに）
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現在の東松島市の取り組み
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御清聴ありがとうございました
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